
昨年末に開催された「親子で木に触れてみよう！木の住ま
い工場見学」という工場見学コラボイベント。
このイベント開催後、参加されたお客様からお手紙をいた
だきました！
便箋2枚に渡って手書きで書かれたお手紙にはイベント当
日の社員の対応を喜んでいただいた旨から始まり、木材を
実際に触ったり、建て方体験という中々できない体験でお
子さまも楽しんでいただけた点、セミナーを公聴して「住
まい」「ライフステージ」について改めて意識していただ
けた点、そしてイベント後クリスマスに間に合うように発
送したプレゼントも大変喜んでいただいたことが書かれて
いました。
営業部以外では「お施主様」に直接お会いして表情を見る
機会が工場見学以外でほとんどないためこのようなお手紙
を直接いただくことは参加社員にとっても貴重な体験とな
りました！
お客様にとっても良い想い出、気づきとして記憶に残るイ
ベントになったことは間違いありません。
今後もお客様の記憶に残り、「住まい」選びの参考になる
ような工場見学、イベントを開催していきます！

ここからさらに進化するシンホリ工場見学、お楽しみに！

～グロースカレッジ、配信中！～
社内の仕事のマニュアルを動画にし
て保存していこう！ということから
始まった「グロースカレッジ」。
全部署の仕事の「はじめの一歩」が
集まったこのサイトは各部署から集
まった作成者の個性もあり社内のこ
れまで知らなかった情報も入ってい
ます。ぜひ一度視聴してみてくださ
い！
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お客様からお手紙をいただきました！
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～こっそり始めました～
昨年開設した「YouTube」に引き続
き、TikTokも始めました！
InstagramやYouTubeの案内だけで
なく、新たなシンホリの様子をお届
けするカモ？しれません！続々と開
始されるシンホリのSNS、楽しみに
していてください！ お客様からのお便り見学されたお客様へのプレゼント

☆シンホリウラバナシ☆
～最新情報をお届けします～
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3月は引っ越しの季節です。
私は大学生の時に引っ越しのアルバイトをしていました。
体操の先生や牛丼の吉野家で働くなど、色々やりましたがなかなか続きませんでした。
そんな時に報酬の高さに惹かれ、始めたのが引っ越しのアルバイトでした。
初めて働いた引越の仕事は驚きの毎日でした。朝、2階の事務所から運転手（運転手は神様）が
降りてきて、子分にあたる助手を数名連れていきます。現場に着くと、今まで持ったこともな
い冷蔵庫や洗濯機、電子レンジなど、超重たい電化製品や家具、トラックいっぱいの段ボール
をマンションの５階から違うマンションの５階へ階段で運ぶこともありました。運転手から
「走れ！！」と号令をかけられ、あまりに重労働で一緒に行った仲間が階段の踊り場でモドシ
テいることも何度かありました。そんな引っ越しを1日2件、ピーク時は3件やります。
働いた当初、私は苦手だった運転手の「大岩さん」が2階から降りてきて助手を連れていくとき
に「なんだお前か・・」と言われてとっても暗い気持ちになりました。
しかし、仕事は不思議なものです。あれだけきつかった仕事が、やり続けていると少しずつ荷
物の持ち方のコツがわかり、力もついてきて楽になってきました。また周りの怖そうだった人
たちも話してみると結構面白い人が多く、気が付くと毎日正社員のように会社に行って働くよ
うになっていました。
ある朝、いつものように大岩さんが2階から降りてきて、私を連れていくときに「お前がいてく
れれば安心だわ」と言ってくれたときは、なんか心のそこから嬉しくなり、とても幸せな気持
ちになったことを今でも覚えています。
どんな仕事でもやり続けることで少しずつコツがわかり、楽しくなっていくものだなと思える
ようになった私にとって良い経験となりました。
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～社長のひとりごと～

　社員の紹介をさせてください！
今回は2024年入社した、畠中美貴さんを紹介します！
畠中美貴さん（はたなかみき）　～営業部・岡崎営業支援係～
元々、インテリアや間取りについて興味がありシンホリの求人を見
て思わず応募した畠中さん。実際に仕事をすると建材や木材の拾い
など見えていなかった部分があり、もっと住宅について学びたい！
知識を増やしたい！と前向きに仕事をしてる様子はとても楽しそう
でした。愛猫と暮らす畠中さんの想いの詰まった住宅の完成、楽し
みにしています！
次回も社員をどんどん紹介します！

SHINhSHINhHORIHORI

「引っ越し」

その9

愛猫のグミ(左)とセミマル(右)


